
日本生体医工学会 平成 18 年度 第 3 回理事会 議事録 

 

日時：平成18年11月10日  15～16時 

場所：学士会分館 8号室 （東京都文京区） 
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配布資料 

 

平成18年度第3回理事会議題 

18-3-2 平成18年度第2回理事会議事録案 

18-3-3 平成18年度第3回理事会入退会審査対象者 

18-3-4-1第28回第2種ME技術実力検定試験報告書 

 添付 第28回第2種ME技術実力検定試験問題 （午前・午後） 

18-3-4-2「MEの基礎知識と安全管理」改訂趣意書  

18-3-5 日本生体医工学会 広報委員会委員 

18-3-6 平成18年度選奨委員会 

18-3-7 平成18年度選挙管理委員会並びに選挙実施スケジュール（案） 

18-3-8 「医療技術開発推進委員会」報告 

18-3-9 「IFMBE/Asia-Pacific Traveling Fellowship報告」 

18-3-10 2007年生体医工学サマースクール（案） 

18-3-11 第46回日本生体医工学会大会 

 

議事 

 

１．理事会成立（総務：佐久間） 

 定款に定める要件を満たしている（17/17）ことを確認して成立を宣言した。 

 

２．前回議事録案（審 総務：佐久間 資料18-3-2） 

  原案通り承認した。 

 

３．入退会状況（審 会員：千田 資料回覧） 

 入会：正会員10名 準会員6名 維持会員1名 

退会：正会員16名 準会員2名 維持会員0名 名誉会員2名 顧問0名 

会員資格等変更：0名 

全入退会、資格変更を承認した。 

この結果、現況は正会員（国内）2508名、正会員（海外）42名、準会員（国内）383 名、

準会員（海外）1名、維持会員21社31口 顧問9名、名誉会員44名となった。 

 



４．ME技術検定試験（報・審 ME技術教育：稲田 資料18-3-4-1,2） 

(ア)ME技術検定試験 

＊ 11月10日実施の第28回第2種ME技術実力検定試験の結果が報告され、合格者の認

定を承認した。 

(イ)MEの基礎知識と安全管理 改訂第5版出版 3-4年に一度の改訂を目指し、新しい機器

や分野、改正薬事法の記載を加えることなどが提案され承認した。 

 

５．広報委員会（報・審 広報：山本 資料18-3-5） 

 委員構成を原案どおり承認した。 

 

６．選奨委員会（報・審 選奨：林 資料18-3-6） 

 委員構成一部修正の後承認した。 

 

７．選挙管理委員会（報・審 選管：田村 資料18-3-7） 

 委員構成を原案どおり承認した。 

 現行規定（理事・監事および代議員選挙規定）であると役員選出の運用に問題があること

が指摘され、規定の改変を含めて持ち回り審議となった。 

 

８．医療技術開発（報・審 国際：菊池 資料18-3-8） 

 医療技術開発推進委員会の進捗状況が報告され、了承した。 

  

９．国際委員会（報・審 国際：菊池 資料18-3-9） 

 IFMBE Asia-Pacific Traveling Fellowship終了の報告があり、一部会計が終了しておら

ず、会計報告が次回に持ち越されることを承認した。 

 

10. 教育委員会（報・審 教育：田村 資料18-3-10） 

 2006年サマースクール終了の報告があり承認され、2007年企画案が検討された。 

 

11. 第46回大会（報：佐藤 資料18-3-11） 

 ホームページ、ECASシステム導入、特別講演の先生、ポスター発表形式などが報告された。 

   日韓共催の企画（稲田先生）、NEDO共同企画が提案され、検討されることとなった。 

 

12. 第47回大会（審：土肥） 

   再来年の大会、堀正二先生が大会長となることが提案され承認された。 

 

13. その他   

   2007年3月5日 日本学術会議生体医工学分科会主催 MEフォーラムの準備が進んでいる

ことが報告された。 

   内薗耕二先生・宮脇一男先生（名誉会員）の御逝去に対し黙祷を捧げた。 

   学会活性化のための改革案立案を次回検討する（三田村先生）。 

   企業の方に理事枠を設ける是非を今後議論する。 

 

以上 

 


